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ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
一
方
的
な
侵
略

は
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
に
広
範
な
影
響

を
及
ぼ
し
、
需
給
パ
タ
ー
ン
の
混
乱
や
長
年
の
通
商

関
係
の
分
断
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。そ
の
結
果
、エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
を
招
き
、
家
計
や
企
業
を
直

撃
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
深
刻
な
影
響
を
受
け
て
い

る
の
が
途
上
国
の
人
々
で
あ
り
、
燃
料
調
達
費
の
工

面
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
。ま
た
、世
界
は
、壊
滅
的

な
気
候
変
動
を
回
避
す
る
た
め
に
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
の
一
刻
も
早
い
削
減
と
い
う
地
球
規
模
の
重
要

課
題
に
対
処
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、こ
う
し
た
取
り

組
み
を
頓
挫
さ
せ
か
ね
な
い
危
機
的
状
況
を
生
じ
さ

せ
て
い
る
。
気
候
変
動
対
策
が
ロ
シ
ア
に
よ
る
侵
略

の
新
た
な
犠
牲
に
な
る
こ
と
は
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
。

　

世
界
は
今
、
大
き
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。

気
候
変
動
枠
組
条
約
第
26
回
締
約
国
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

26
）か
ら
９
カ
月
が
経
過
し
た
が
、世
界
全
体
を
見
れ

ば
、威
勢
の
い
い
掛
け
声
と
現
実
と
の
間
に
は
、依
然

と
し
て
大
き
な
乖
離
が
あ
る
。Ｉ
Ｅ
Ａ（
国
際
エ
ネ
ル

ギ
ー
機
関
）の
最
新
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、２
０
２
１

年
は
世
界
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
伸
び
が
過
去
最
大
と
な

っ
た
。
そ
れ
で
も
、
希
望
を
捨
て
る
の
は
ま
だ
早
い
。

第
１
に
、
同
年
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発

電
量
が
過
去
最
高
と
な
っ
た
。
ま
た
、
電
気
自
動
車

（
Ｅ
Ｖ
）の
売
り
上
げ
台
数
も
過
去
の
記
録
を
塗
り
替

え
て
お
り
、
同
年
の
週
当
た
り
の
Ｅ
Ｖ
販
売
台
数
は
、

２
０
１
２
年
の
１
年
間
の
販
売
台
数
を
上
回
っ
た
。

第
２
に
、
気
候
変
動
対
策
が
必
要
と
の
コ
ン
セ
ン
サ

ス
の
高
ま
り
が
挙
げ
ら
れ
る
。
現
在
、
世
界
経
済
の

80
％
以
上
を
占
め
る
国
・
地
域
が
、
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
や

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
達
成
を
目
標
に
掲
げ
て

い
る
。第
３
に
、我
々
自
身
が
、何
が
必
要
か
を
自
覚

国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）事
務
局
長

フ
ァ
テ
ィ
・
ビ
ロ
ル

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
確
保
し
、

持
続
可
能
で
、
経
済
的
で
も
あ
る
シ
ス
テ
ム
へ
の

世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
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し
て
い
る
。
２
０
２
２
年
の
Ｉ
Ｅ
Ａ
閣
僚
理
事
会
で

は
、
40
カ
国
以
上
の
政
府
が
参
加
し
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
の
新

た
な
指
針
と
し
て
、
今
世
紀
半
ば
ま
で
に
お
け
る
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
達
成
に
向
け
て
各
国

を
支
援
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
Ｉ
Ｅ
Ａ
が
先
ご

ろ
打
ち
出
し
た
「Net Zero by 2050 A

 Roadm
ap 

for the Global Energy Sector

」（
２
０
５
０
年

ま
で
の
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
：
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
）は
、
将
来
に
向
け
て
我
々
が
歩
む

こ
と
の
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
道
筋
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
道
筋
は
、
決
し
て
容
易
で
は
な
い
が
達
成
可

能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
全
体

の
転
換
が
必
要
だ
。
省
エ
ネ
、
太
陽
光
発
電
、
風
力

発
電
、
電
気
自
動
車
、
原
子
力
な
ど
、
そ
の
気
に
な

れ
ば
使
え
る
技
術
は
豊
富
に
揃
っ
て
お
り
、
こ
う
し

た
技
術
を
一
刻
も
早
く
導
入
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

２
０
２
０
年
代
に
は
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
投
資
を

急
拡
大
さ
せ
、Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
急
速
に
削
減
す
る
こ

と
が
重
要
だ
。
Ｉ
Ｅ
Ａ
が
先
ご
ろ
発
行
し
た
報
告
書

「W
orld Energy Investm

ent 2022

」（
世
界
エ

ネ
ル
ギ
ー
投
資
２
０
２
２
）に
よ
れ
ば
、
世
界
を
ネ
ッ

ト
ゼ
ロ
シ
ナ
リ
オ
の
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
に
は
、
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
投
資
を
２
０
３
０
年
ま
で
に
現

行
の
３
倍
、
年
間
４
兆
５
０
０
０
億
米
ド
ル
に
引
き

上
げ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
の
分
析
は
、

ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
シ
ナ
リ
オ
の
道
筋
に
沿
っ
て
進
む
た
め

に
２
０
３
０
年
ま
で
に
必
要
と
な
る
対
策
の
う
ち
40

％
以
上
は
、
費
用
対
効
果
に
優
れ
て
い
る
、
つ
ま
り

消
費
者
に
と
っ
て
全
体
的
な
コ
ス
ト
の
削
減
に
つ
な

が
る
こ
と
も
示
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
２
０
５
０
年
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
達
成
に
必
要

と
な
る
排
出
削
減
量
の
半
分
ほ
ど
は
、
ま
だ
実
用
化

さ
れ
て
い
な
い
技
術
を
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ

の
た
め
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
面
で
大
き
な
飛
躍
が

求
め
ら
れ
る
。具
体
的
に
は
、バ
ッ
テ
リ
ー
や
水
素
、

合
成
燃
料
、
二
酸
化
炭
素
回
収
、
先
進
的
な
原
子
炉

を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
技
術
だ
。さ
ら
に
、こ
れ
ら

の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
た
め
の
よ
り
強
靭

な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
も
必
要
と
な
る
。
特

に
、
こ
れ
ら
の
技
術
に
不
可
欠
な
鉱
物
資
源
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
重
要
で
あ
る
。
Ｉ
Ｅ
Ａ
は
加
盟
各

国
か
ら
、
こ
う
し
た
重
要
鉱
物
の
安
定
供
給
の
確
保

に
向
け
た
支
援
を
行
う
使
命
を
課
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
地
球
規
模
の
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
が

す
で
に
出
現
し
始
め
て
お
り
、
そ
の
発
展
を
加
速
す

る
世
界
に
と
っ
て
の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
言
え
る
。

例
え
ば
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
排
出
量
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ

を
達
成
す
る
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
５

つ
の
設
備
市
場（
風
力
タ
ー
ビ
ン
、ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
、

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
、
水
電
解
装
置
、
燃
料
電
池
）

は
、
今
世
紀
半
ば
ま
で
に
今
日
の
石
油
市
場
に
匹
敵

す
る
市
場
規
模
に
な
っ
て
い
る
は
ず
だ
。

　

ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
シ
ナ
リ
オ
に
求
め
ら
れ
る
技
術
の
導

入
を
加
速
す
る
に
は
何
が
必
要
か
を
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
と
し

て
分
析
を
続
け
て
い
き
た
い
。
先
ご
ろ
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
は

「N
uclear Pow

er and Secure E
nergy 

T
ransitions

：From
 T

odayʼs Challenges to 
T

om
orrow

ʼs Clean Energy System
s

」（
原
子

力
と
安
定
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
：
今
日
の
課
題
を

乗
り
越
え
、
未
来
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
へ
）と
題
す
る
新
た
な
報
告
書
を
公
表
し
た
。
こ

の
中
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
や
気
候
変
動
対

策
の
目
標
を
達
成
す
る
う
え
で
原
子
力（
従
来
型
技

術
、先
進
型
技
術
の
双
方
を
含
む
）が
担
う
こ
と
の
で

き
る
主
な
役
割
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
。Ｉ
Ｅ
Ａ
が

掲
げ
る
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
シ
ナ
リ
オ
で
は
、２
０
５
０
年

ま
で
に
世
界
の
原
子
力
発
電
所
の
発
電
容
量
は
２
倍

に
な
る
。
原
子
力
は
、
電
力
供
給
の
低
炭
素
化
に
寄

与
す
る
と
と
も
に
、
需
給
調
整
が
可
能
な
電
源
と
し

て
、電
力
シ
ス
テ
ム
に
十
分
な
供
給
力（adequacy

）

と
柔
軟
性
を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
安
定

供
給
の
強
化
に
資
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
た
め
に
は
、
大
型
原
子
炉
の
建
設
に
伴

う
巨
額
の
初
期
投
資
、
プ
ラ
ン
ト
の
建
設
や
新
た
な

設
計
の
遅
れ
、
受
入
可
能
な
廃
棄
物
の
長
期
的
な
処

理
方
法
の
検
討
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
ル
を
克
服
す
る
必

要
が
あ
る
。
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こ
の
報
告
書
で
は
、
ま
た
、
先
進
国
で
運
転
期
間

の
延
長
や
新
規
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
な
い
場
合
と
、

新
興
国
で
建
設
の
加
速
が
な
い
場
合
を
想
定
し
、
原

子
力
利
用
が
よ
り
限
定
的
に
な
る
ケ
ー
ス
も
検
討
し

て
い
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
電
力

の
安
定
供
給
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
の
ネ

ッ
ト
ゼ
ロ
シ
ナ
リ
オ
と
比
べ
て
、
蓄
電
池
と
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ（
二
酸
化
炭
素
回
収
・
有
効
利
用
・
貯
留
）設
備
を

備
え
た
火
力
発
電
所
の
発
電
容
量
を
50
％
増
加
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
も
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
追
加
導
入
に
対
応
す
る
た
め
の

送
配
電
網
の
整
備
費
用
や
化
石
燃
料
消
費
の
増
加
に

伴
う
追
加
の
支
出
が
必
要
に
な
る
た
め
、
消
費
者
の

支
払
う
電
力
料
金
は
、
２
０
５
０
年
ま
で
の
期
間
に

累
積
で
ほ
ぼ
６
０
０
０
億
米
ド
ル
増
加
す
る
こ
と
に

な
る
。

　

ま
た
、
原
子
炉
の
運
転
期
間
の
延
長
が
決
定
さ
れ

る
と
、
短
期
的
に
は
、
天
然
ガ
ス
の
需
要
に
大
き
な

影
響
を
も
た
ら
す
。
特
に
、
輸
入
依
存
度
の
高
い
日

本
な
ど
の
国
々
に
お
い
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保

障
や
経
済
性
の
面
で
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
岸
田
文

雄
首
相
は
先
ご
ろ
、
日
本
の
原
子
力
発
電
所
１
基
を

再
稼
働
さ
せ
れ
ば
、
年
間
１
０
０
万
ト
ン
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ

（
液
化
天
然
ガ
ス
）が
節
約
で
き
る
た
め
、
そ
の
分
を

Ｌ
Ｎ
Ｇ
不
足
が
よ
り
切
実
な
国
々
へ
の
供
給
に
回
す

こ
と
が
で
き
る
点
を
指
摘
し
た
。
現
在
、
日
本
に
は

新
規
制
基
準
に
合
格
し
た
も
の
の
、
再
稼
働
に
は
至

っ
て
い
な
い
原
子
力
発
電
所
が
７
基
あ
る
こ
と
か
ら
、

再
稼
働
に
よ
る
天
然
ガ
ス
需
要
の
削
減
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
は
さ
ら
に
大
き
い
。
Ｉ
Ｅ
Ａ
の
分
析
で
は
、
最
近
、

米
国
・
フ
ラ
ン
ス
な
ど
、
各
国
の
規
制
当
局
が
原
子

炉
の
運
転
期
間
の
延
長
を
認
め
る
決
定
を
下
し
た
結

果
、
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
シ
ナ
リ
オ
で
は
、
２
０
３
０
年
ま

で
に
先
進
国
の
天
然
ガ
ス
需
要
は
ほ
ぼ
５
０
０
億
㎥

減
少
し
、
消
費
者
に
と
っ
て
何
十
億
ド
ル
も
の
コ
ス

ト
削
減
と
な
る
見
込
み
と
な
っ
た
。

　

長
期
的
に
は
、
小
型
モ
ジ
ュ
ー
ル
炉（
Ｓ
Ｍ
Ｒ
）に

大
き
な
可
能
性
が
あ
る
と
期
待
さ
れ
る
。
現
行
設
備

よ
り
小
型
で
経
済
性
に
も
優
れ
、
建
設
や
運
転
が
容

易
で
、
結
果
的
に
管
理
や
資
金
調
達
も
容
易
と
い
う

の
が
Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
特
徴
だ
。
前
述
の
Ｉ
Ｅ
Ａ
の
原
子
力

に
関
す
る
報
告
書
は
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
と
し
て
初
め
て
Ｓ
Ｍ

Ｒ
技
術
を
総
合
的
に
分
析
し
、
Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
発
展
に
つ

い
て
２
つ
の
段
階
を
示
し
て
い
る
。
ま
ず
２
０
４
０

年
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
、
初
期
の
導
入
の
大
半
は

既
存
の
発
電
所
敷
地
内
で
行
わ
れ
る
見
込
み
で
、
現

時
点
で
投
資
決
定
を
下
せ
る
か
ど
う
か
が
極
め
て
重

要
に
な
る
。
次
に
２
０
４
０
年
以
降
は
、
低
炭
素
の

電
力
・
熱
・
水
素
の
供
給
源
と
し
て
、
Ｓ
Ｍ
Ｒ
が
よ

り
広
く
展
開
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
と
り
わ
け
重

工
業
や
、
電
力
系
統
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
鉱
山
の

開
発
、
海
運
業
と
い
っ
た
排
出
削
減
が
困
難
な
セ
ク

タ
ー
に
お
い
て
、
幅
広
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
置
き

換
え
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、Ｉ
Ｅ
Ａ
は
、原
子
力
以
外
に
も
多
様
な

技
術
を
分
析
し
て
い
る
。
２
０
２
１
年
10
月
開
催
の

「
東
京
ビ
ヨ
ン
ド
・
ゼ
ロ
・
ウ
ィ
ー
ク
２
０
２
１
」
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
１
つ
で
あ
る
水
素
閣
僚
会
議
で
、Ｉ
Ｅ

Ａ
は「Global H

ydrogen Review

」（
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ハ
イ
ド
ロ
ジ
ェ
ン
・
レ
ビ
ュ
ー
）を
公
表
し
た
が
、

現
在
、
こ
の
新
版
の
公
表
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て

い
る
。
私
は
、「
東
京
ビ
ヨ
ン
ド
・
ゼ
ロ
・
ウ
ィ
ー
ク

２
０
２
１
」に
お
け
る
一
連
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を

通
じ
て
、
技
術
開
発
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
日
本
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
た
。
水
素
、

ア
ン
モ
ニ
ア
、浮
体
式
洋
上
風
力
発
電
、Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
、

先
進
的
な
原
子
力
技
術
は
将
来
有
望
で
あ
り
、エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
脱
炭
素
化
に
不
可
欠
な
技
術
に
な

る
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。私
は
、２
０
２
２

年
９
月
に
東
京
を
再
度
訪
問
し
、今
度
は
対
面
で
、こ

の
重
要
な
閣
僚
レ
ベ
ル
の
議
論
に
参
加
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
全
保
障
と
気
候
変
動
対
策
の
目
標
に
向
け
て
、

各
国
が
ど
の
よ
う
に
協
調
し
て
取
り
組
め
る
か
に
つ

い
て
、
最
新
の
考
え
を
共
有
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
。ま
た
加
え
て
、来
年
２
０
２
３
年
に
は
、

主
要
国
首
脳
会
議（
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
）議
長
国
と
な
る

日
本
の
リ
ー
ド
に
よ
っ
て
、さ
ら
な
る
進
展
が
み
ら
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。�

（
英
文
和
訳
／
事
務
局
）
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